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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B8
待機宿舎等環境整備費 警察費 警察施設費 警察施設整備費

警察法 戦略項目

分野施策

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
県　債

決定額 134,742 88,000 46,742 38,939

前年額 95,803 86,000 9,803

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察管
理費

事 業
期 間

平成24年度～ 根 拠
法 令

　重大な事件、事故及び災害等に速やかに対処し、被害
者の安全を図るとともに被害の拡大を防止する危機管理
は警察の重要な任務であることから、不測の事態に迅速
に対応するため、公私に関わらず、有事即応の備えをす
る必要があることから、独身待機寮及び待機宿舎を整備
している。
　しかし、昭和40年代後半に採用した警察官の退職期を
迎え、新規採用の若手警察官が入居する独身待機寮に不
足が生じていることから、施設の改修を図り必要数を確
保する。
（1）独身待機寮化改修整備費　88,674千円
（2）待機宿舎等環境整備費　　46,068千円

（1）事業内容
　　ア　独身待機寮化改修整備費　岩槻(西原一)待機宿舎1号棟を独身警察官用に大規模改修する　　88,674千円
　　イ　待機宿舎等環境整備費　　浦和(原山)第一待機宿舎の解体・整地　　　　　　　　　　　　 46,068千円

（2）事業計画
　　　独身待機寮及び待機宿舎を、各警察署管内にそれぞれ1棟を目標に整理統合し、必要な警察力に応じた体制を確保
　　する。
　　ア　岩槻(西原一)待機宿舎1号棟の独身待機寮化改修整備　昭和57年12月建設(30年経過)、1棟12戸 → 1棟24室
　　イ　浦和(原山)第一待機宿舎の解体・整地　　 　　　　　昭和42年3月建設(46年経過)、1棟24戸
　
（3）事業効果
　　　有事即応体制が確保され、県民が安全で安心して暮らせるまちとなる。
　　【事業実績】
　　　・平成24年度　
　　　　独身待機寮化改修整備　浦和(大間木)待機宿舎1号棟　昭和52年3月建設(36年経過)、1棟12戸 → 1棟24室
　　　　待機宿舎解体・整地　　越谷(宮本)待機宿舎　昭和43年7月建設(44年経過)、1棟8戸

　　（県10/10）

前年との
対比
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